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内　　容

　本作品は、第二次世界大戦下、ウクライナ、ポーランド、ユダヤ人の3
家族が領土を奪われ翻弄されながら子供たちを守り抜こうとする物語
である。
　差別や戦争により家族が引き離され、命を奪われた歴史に触れること
ができ、良識や倫理観を育てることができる。
　世界情勢の一端に触れ、差別や戦争の歴史認識を深めることができ
る。
　国籍や人種が異なる家族が支え合って生きる姿を見ることができ、国
籍や人種を問わず人を大切にする心を育てることができる。
　少女の歌声や東欧の衣装や内装など日本と異なる文化に触れること
ができ、感性を磨くことができる。
　世界情勢への関心を深め、戦争は繰り返してはならないことについて
考えを深める契機となる。

推奨理由
　青少年（主として中学生以上）を健全に育成する上で有益であると認
め、中学生以上を対象に推奨を行う。

上映予定
　令和5 年7 月7 日（金曜日）から
　新宿武蔵野館、シネスイッチ銀座　ほか

問合せ先
　株式会社彩プロ
　電話　03（3428）7874

東京都推奨映画のご案内


